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研究成果の概要（和文）：コンクリートのワーカビリティーを調整するための試し練りの省略を最終的な目的とし、セ
メント、細骨材および粗骨材の粒度分布を合理的に考慮できるコンクリートの調合設計法を確立するための検討を行っ
た。その結果、セメントペースト、モルタルまたはコンクリートの流動性は、それらを構成する粉粒体（セメント、細
骨材および粗骨材の混合物）粒子全体の粒度分布から求めた粒子分散距離によりある程度予測できることを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：In order to skip ultimately a trial mixing to adjust workability of concrete, the 
investigation to establish mix design method of concrete considering reasonably the gradings of cement, 
fine aggregate and coarse aggregate was conducted. In consequence, it was clarified that the fluidity of 
cement paste, mortar or concrete can be predicted to some extent by the distance between particles 
calculated from the grading of overall particles of powder and granular material composing that, that is 
the mixture of cement, fine aggregate and coarse aggregate.

研究分野：工学

キーワード： コンクリート　セメント　骨材　レオロジー　ワーカビリティー　調合　粒度　実積率

  １版



表−1 試料とした粉体

 

表−2 実験要因とその水準（実験 1）

表−3 実験要因とその水準（実験 2）

表−4 実験要因とその水準



図−1 粉粒体の粒度分布

表−5 実験要因とその水準 
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図−2 粉粒体の粒度分布

図−3 水浸脱気法の試験装置

図−4 粒子分散距離（ペーストを対象とした場合）
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図−5 フロー値と粒子分散距離の関係

図−6 模擬モルタルの降伏値と粒子分散距離の関係

図−7 模擬モルタルとペーストの予測値の比較

図−8 降伏値と粒子分散距離の関係（水浸脱気法） 

図−9 流入モルタル値とマトリックスモルタルの拘束水     

   比に基づく粒子分散距離の関係（BS8）
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図−10 骨材速度と細・粗骨材体積比の関係 

図−11 沈降速度と細・粗骨材体積比の関係

 

 


